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遺伝子組換え農作物等の研究開発の進め方に関する検討会の設置について

平成１９年５月２２日

農林水産技術会議事務局

１ 趣旨

遺伝子組換え農作物等については、イネゲノム研究等により農業上重要な

遺伝子の単離等が進み、育種に活用するための基礎的条件はほぼ整いつつあ

り、その開発に向けて次のステージに進むことが可能な段階となっている。

また、遺伝子組換え技術を含むゲノム科学の利用については、本年２月の

「イノベーション 25 中間とりまとめ」や「国産バイオ燃料の大幅な生産拡大」、

本年４月の「21 世紀新農政 2007」などにおいて、環境・エネルギー･食料問

題に対応するための有効な手法として位置付けられたところである。

他方、新しい技術である遺伝子組換え技術に対して国民の多くは不安を抱

いており、その解消が十分には進んでいない状況にある。

このような状況を踏まえ、今後の研究開発に関する施策の適切な推進に資

するため、「遺伝子組換え農作物等の研究開発の進め方に関する検討会」（以

下「検討会」という。）を設置する。

２ 検討事項

・遺伝子組換え農作物等の研究開発の現状と課題の分析・整理

・重点的に研究開発を進めるべき分野と目標

・効率的・効果的に研究開発を進めていくための方策 等

３ 運営

（１）検討会は、別紙の委員により構成する。

（２）検討会の庶務は、農林水産技術会議事務局技術安全課において行う。

４ スケジュール

５月２２日 第１回検討会開催

７月 中間取りまとめ

年内 最終取りまとめ
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